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商
工神

戸
商

貿
易
業

西
日
本
随
一
の
超
高
層
ビ
ル
〃
神
戸

商
工
貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
〃
が
誕
生
。

こ
の
ビ
ル
は
、
一
昨
年
神
戸
港
開
港
百

年
を
記
念
し
、
神
戸
市
を
は
じ
め
神
戸

商
工
会
議
所
を
中
心
と
す
る
地
元
経
済

界
が
総
力
を
結
集
し
計
画
さ
れ
、
十
月

二
十
日
高
松
宮
を
招
い
て
堂
々
そ
の
落

成
を
迎
え
た
。

貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
ハ
神
戸
市
葺
合

区
浜
辺
通
五
○
七
八
Ｉ
（
二
五
）
’
三

一
四
一
代
Ｖ
は
、
市
役
所
、
神
戸
税
関

な
ど
諸
官
庁
に
近
く
、
神
戸
商
工
会
議

所
・
神
戸
貿
易
協
会
の
ほ
か
、
関
係
官

庁
・
経
済
団
体
・
貿
易
関
連
企
業
等
の

入
居
に
よ
り
、
隣
接
の
展
示
館
サ
ン
ポ

ー
ホ
ー
ル
の
活
動
と
あ
い
ま
っ
て
総
合

的
な
機
動
性
は
、
情
報
化
時
代
へ
の
対

応
整
備
能
力
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
昭
和
四
十
八
年
に
完
成
す
る

ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
は
、
貿
易
セ
ン
タ

ー
ビ
ル
か
ら
も
っ
と
も
近
く
、
さ
ら
に

交
通
幹
線
で
あ
る
阪
神
高
速
道
路
に
隣

接
し
た
立
地
条
件
も
あ
わ
せ
て
、
世
の

中
の
大
き
く
変
移
し
て
ゆ
く
経
済
、
貿

易
情
報
の
収
集
、
処
理
・
普
及
に
内
外

の
経
済
の
交
流
を
促
進
し
、
ひ
い
て
は

神
戸
の
国
際
港
都
に
ふ
さ
わ
し
い
景
観

と
偉
容
を
か
ね
、
神
戸
を
訪
れ
る
人
の

シ
ン
ボ
ル
と
も
な
り
、
商
工
貿
易
業
務

の
殿
堂
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

砂
野
仁
神
戸
商
工
会
議
所
会
頭
、
原

口
市
長
、
金
井
県
知
事
は
じ
め
、
神
戸

財
界
、
政
界
か
ら
五
百
人
の
集
い
の
中

で
誕
生
が
祝
福
さ
れ
た
。

貿
易
セ
ン
タ
ー
落
成

堂▲2 6 Ｆスカイロビーより神戸港を視察される高松宮
超高層の威容を誇る貿易センターレ

▼サンボーホール２Ｆでの盛大な落成式
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■

来
年
の
初
め
に
は
キ
ャ
サ
リ
ン
・
ヘ
ッ
プ
バ
ー
ン
の
名
作
「
冬

の
ラ
イ
オ
ン
」
が
：
：
：
お
楽
し
み
。

そ
れ
で
今
回
は
、
こ
の
冬
の
暮
れ
ま
で
に
、
出
そ
う
な
も
の
を

…
…
ポ
ケ
ッ
ト
ご
紹
介
。

「
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
物
語
」
ア
ヌ
ー
ク
・
エ
ー
メ
主
演
と
な

る
ま
で
に
こ
れ
は
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
テ
ー
ラ
ー
、
エ
ヴ
ァ
・
ガ
ー
ド

ナ
ー
、
ス
ー
ザ
ン
・
ヘ
イ
ワ
ー
ド
、
デ
ボ
ラ
・
カ
ー
、
ソ
フ
ィ
ア

ロ
ー
レ
ン
、
さ
ら
に
グ
レ
イ
ス
・
ケ
リ
ー
、
ジ
ュ
リ
ー
・
ク
リ
ス

テ
ィ
ー
、
ジ
ェ
ー
ン
・
フ
ォ
ン
ダ
と
五
転
六
転
し
た
ば
か
り
か
、

ア
ヌ
ー
ク
・
エ
イ
メ
主
演
、
ダ
ー
ク
・
ボ
ガ
ー
ド
、
ア
ン
ナ
・
カ

リ
ー
ナ
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ノ
ワ
レ
で
ス
タ
ー
ト
し
て
そ
の
監
督
の

ジ
ョ
セ
フ
・
ス
ト
リ
ッ
ク
（
ユ
リ
シ
ー
ズ
）
が
途
中
で
下
り
て
ジ

ョ
ー
ジ
・
キ
ュ
ー
カ
ー
（
マ
イ
・
フ
ェ
ア
・
レ
デ
ィ
）
で
完
成
し

た
と
い
う
ご
や
っ
か
い
な
好
色
映
画
。
富
豪
の
不
能
の
良
人
と
そ

の
美
し
い
妻
ジ
ュ
ヌ
テ
ィ
ー
ム
を
め
ぐ
り
、
エ
ジ
プ
ト
の
ア
レ
キ

サ
ン
ド
リ
ア
に
お
け
る
好
色
世
界
を
覗
く
。
男
色
あ
り
、
夜
の
女

』Ｈ

映画評論家

跡噸Ｉ、削
げ
■
・
・
且
罰

Ｃ

;瀞･~お好きなものを、
…………どうぞ

~=蕊 ■■

■■
■
■
■
■
■
■

☆

塁塁

■ 淀川長治長治' 百
型民■

4８

｢ テオレマ」

患慰

■<４５＞
の
生
活
裏
面
あ
り
豪
華
な
別
荘
生
活
あ
り
で
、
さ
す
が
キ
ュ
ー
ヵ

ー
監
督
は
こ
の
好
色
映
画
を
下
品
な
ピ
ン
ク
映
画
に
は
落
と
し
て

い
な
い
。
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
オ
レ
ン
ス
・
ダ
レ
ル
の
ベ
ス
ト
・
セ
ラ

ー
「
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
四
部
作
」
の
映
画
化
。

「
知
恵
の
本
」
製
作
・
原
作
・
脚
色
・
監
督
・
音
楽
を
黒
人
の

ゴ
ー
ド
ン
・
パ
ー
ク
ス
が
一
人
で
や
っ
て
の
け
た
黒
人
部
落
の
少

年
物
語
。
ゴ
ー
ド
ン
・
パ
ー
ク
ス
は
「
ラ
イ
フ
」
誌
の
ト
ッ
プ
・

キ
ャ
メ
ラ
マ
ン
で
あ
る
が
作
曲
（
ク
ラ
シ
ッ
ク
）
小
説
、
詩
、
そ

し
て
テ
レ
ビ
の
短
篇
映
画
の
作
家
で
も
あ
る
。
彼
は
こ
と
し
五
十

七
歳
。
映
画
は
キ
ャ
ン
サ
ス
州
の
黒
人
一
家
と
そ
の
少
年
が
体
験

す
る
人
生
詩
。
白
人
も
登
場
す
る
が
主
役
の
ほ
と
ん
ど
が
黒
人
で

●
●
●

あ
る
。
白
人
社
会
に
お
け
る
黒
人
の
生
き
方
の
つ
ら
さ
が
綴
ら
れ

て
ゆ
く
。
白
人
の
い
や
ら
し
さ
が
印
象
に
残
る
。

「
枯
葉
の
葉
」
イ
タ
リ
ア
の
新
聞
記
者
で
映
画
批
評
家
で
も
あ

っ
た
ジ
ョ
ル
ョ
・
ボ
ン
テ
ン
ピ
の
監
督
の
第
一
作
。
ミ
レ
ー
ュ
・

ダ
ル
ク
、
ジ
ャ
ン
・
マ
リ
ア
・
ボ
ロ
ン
テ
主
演
。
ゴ
ダ
ー
ル
の
タ

ッ
チ
と
デ
ュ
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ュ
の
タ
ッ
チ
…
…
と
の
両
き
よ
く
た
ん
の

●
●

タ
ッ
チ
を
一
作
の
中
に
も
の
し
よ
う
と
狙
う
。
五
十
男
の
新
聞
記

者
と
別
れ
た
女
が
年
下
の
画
学
生
と
結
ば
れ
る
話
。
そ
の
女
が
五

十
男
と
二
十
歳
代
の
青
年
の
間
で
愛
の
分
別
に
迷
う
と
い
う
…
…

よ
く
あ
る
映
画
ス
ト
ー
リ
ー
を
彼
は
自
分
で
脚
本
に
し
て
、
そ
れ

を
「
映
画
」
に
し
よ
う
と
狙
っ
た
文
学
ム
ー
ド
の
映
画
。

「
テ
オ
レ
マ
」
い
ま
や
話
題
の
ピ
エ
ル
・
パ
オ
ロ
・
パ
ゾ
リ
ー
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「
知
恵
の
木
」

一
一
監
督
。
こ
の
ピ
・
パ
・
パ
監
督
の
も
の
に
は
「
奇
跡
の
丘
」
「
ア

ポ
ロ
ン
の
地
獄
」
が
あ
る
。
こ
ん
ど
は
主
役
が
テ
レ
ン
ス
・
ス
タ

ン
プ
・
招
か
ざ
る
客
が
、
あ
る
一
家
を
訪
れ
る
。
一
家
の
女
中
（
ラ

ウ
ラ
・
ベ
テ
ィ
）
も
主
人
（
マ
ッ
シ
モ
・
ジ
ロ
ッ
テ
ィ
）
も
そ
の

妻
（
シ
ル
バ
ー
ナ
・
マ
ン
ガ
ー
ノ
）
も
そ
の
息
子
も
そ
の
娘
も
が

と
の
客
一
人
の
た
め
に
色
キ
チ
ガ
イ
に
な
っ
て
し
ま
う
奇
妙
な
映

画
。
こ
の
映
画
か
ら
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
勝
利
を
感
じ
て
も
い
い
し

現
代
の
砂
上
の
人
間
の
も
ろ
さ
を
感
じ
て
も
い
い
し
、
招
か
れ
ざ

る
客
に
キ
リ
ス
ト
を
感
じ
て
も
い
い
が
、
人
間
の
弱
味
に
つ
け
こ

ん
だ
映
画
…
…
と
見
る
の
も
ま
ち
が
っ
て
は
い
ま
い
。

「
雨
の
な
か
の
女
」
こ
の
フ
ラ
ン
シ
ス
・
フ
ォ
ー
ド
・
コ
ッ
ポ

ラ
（
フ
ィ
ニ
ア
ン
の
虹
）
監
督
の
作
品
は
見
て
損
は
し
な
い
。
シ

ャ
ー
リ
ー
・
ナ
イ
ト
扮
す
る
若
妻
が
良
人
と
の
間
に
子
供
の
生
れ

る
こ
と
か
ら
神
経
衰
弱
に
な
っ
て
く
る
。
本
も
の
の
こ
れ
は
愛
な
。

の
か
不
安
に
か
ら
れ
、
家
出
し
て
一
人
で
車
で
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン

ド
か
ら
コ
ロ
ラ
ド
あ
た
り
ま
で
ハ
イ
ウ
ェ
イ
を
走
り
つ
づ
け
る
…

…
そ
の
途
中
の
出
来
事
が
物
語
と
な
っ
て
ゆ
く
。
学
生
（
ジ
ェ
ー

ム
ス
・
カ
ー
ン
）
が
ヒ
ッ
チ
ハ
イ
ク
す
る
。
う
っ
か
り
乗
せ
る
。

こ
れ
が
プ
ッ
ト
・
ポ
ー
ル
の
選
手
だ
っ
た
学
生
で
、
実
は
潰
傷
し

「
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
物
語
」

草
夕
な
ぎ
」’

4９

て
頭
が
少
し
あ
や
し
く
な
っ
て
い
る
。
か
ら
だ
は
大
き
い
が
十
三

歳
の
少
年
み
た
い
。
彼
女
は
そ
の
男
か
ら
逃
れ
、
ス
ピ
ー
ド
違
反

で
ポ
リ
ス
に
つ
か
ま
る
。
こ
の
ポ
リ
ス
が
彼
女
を
わ
が
家
に
誘
い

一
泊
の
誘
惑
。
そ
の
ベ
ッ
ド
に
応
じ
て
し
ま
っ
た
女
。
と
こ
ろ
が

こ
れ
を
覗
き
に
く
る
ポ
リ
ス
の
娘
、
十
二
歳
く
ら
い
。
実
は
こ
の

ポ
リ
ス
、
四
年
ま
え
に
火
事
で
女
房
と
赤
ん
坊
を
焼
死
さ
せ
半
ば

●
●

や
け
の
色
情
狂
に
落
ち
て
い
る
。
さ
て
こ
の
若
妻
が
最
後
に
ど
う

な
っ
て
ゆ
く
こ
と
か
…
…
云
わ
ぬ
が
花
と
ペ
ン
を
止
め
る
。

「
夕
な
ぎ
」
テ
ネ
シ
ー
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
の
舞
台
劇
映
画
化
。

監
督
は
「
で
き
ご
と
」
の
ジ
ョ
セ
フ
・
ロ
ー
ジ
。
主
演
が
エ
リ
ザ

ベ
ス
・
テ
イ
ラ
ー
と
リ
チ
ャ
ー
ド
・
バ
ー
ト
ン
そ
れ
に
ノ
エ
ル
・

カ
ワ
ー
ド
と
ジ
ョ
ァ
ン
ナ
・
シ
ム
カ
ス
と
申
せ
ば
ど
の
よ
う
な
凄

ふ
く
面
白
い
映
画
か
と
舌
な
め
づ
り
な
さ
る
で
あ
ろ
う
。
地
中
海
の

孤
島
に
豪
華
な
屋
敷
を
持
つ
女
。
五
回
結
婚
し
て
五
回
と
も
未
亡

人
と
な
っ
た
こ
の
女
の
も
と
に
、
不
思
議
な
男
が
泳
い
で
や
っ
て

来
た
。
こ
の
男
が
訪
れ
る
と
相
手
の
女
は
必
ず
死
ぬ
と
い
う
日
く

つ
き
の
死
神
。
さ
て
い
か
に
相
成
り
ま
す
る
や
。
と
に
か
く
奇
妙

な
衣
裳
が
貴
方
を
ビ
ッ
ク
リ
さ
せ
る
こ
と
だ
け
は
ま
ち
が
い
な

い
０

「
雨
の
な
か
の
女
」
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大
会
準
決
勝
第
二
試
合
の
明
石
中
対
中
京
商
の
「
延
長
二
十
五
回

の
死
闘
」
と
い
え
ば
、
も
は
や
今
日
野
球
フ
ァ
ン
の
だ
れ
も
が
知

っ
て
い
る
〃
伝
説
〃
だ
ろ
う
が
、
ま
っ
た
く
あ
の
試
合
に
は
球
場

の
大
観
衆
は
も
ち
ろ
ん
全
国
の
人
々
が
熱
狂
し
、
感
激
さ
せ
ら
れ

た
も
の
だ
っ
た
。
筆
者
も
む
ろ
ん
そ
の
一
人
で
、
あ
の
日
六
回
ご

ろ
ま
で
の
試
合
経
過
を
ラ
ジ
オ
で
聞
い
た
の
ち
、
須
磨
海
水
浴
場

へ
泳
ぎ
に
出
か
け
て
夕
方
家
へ
帰
っ
て
き
た
ら
、
ま
だ
や
っ
て
い

る
ｌ
と
聞
か
さ
れ
、
ビ
ッ
ク
リ
し
て
ラ
ジ
オ
に
す
が
り
つ
い
た
こ

と
を
お
ぼ
え
て
い
る
。
結
局
は
明
石
中
の
惜
敗
と
な
っ
た
が
、
楠

本
の
剛
球
は
抜
群
で
、
は
じ
め
て
県
代
表
と
な
っ
た
前
年
度
の
第

旭
回
大
会
出
場
の
時
な
ど
準
決
勝
で
松
商
に
敗
れ
る
ま
で
の
四
試

合
稲
イ
ニ
ン
グ
を
通
じ
て
与
え
た
安
打
９
、
四
死
球
８
、
奪
っ
た

三
振
じ
つ
に
“
と
い
う
の
だ
か
ら
す
ご
い
。
賜
回
全
国
大
会
二
回

戦
で
も
水
戸
商
を
相
手
に
ノ
ー
ヒ
ッ
ト
ノ
ー
ラ
ン
を
達
成
、
前
年

の
対
北
海
中
の
ノ
ー
ヒ
ッ
ト
ノ
ー
ラ
ン
に
つ
づ
く
無
安
打
無
得
点

試
合
を
記
録
し
て
い
る
。
当
時
頭
角
を
現
わ
し
た
京
都
商
の
沢
村

Ｓ高校野球の思い出

即］

上昭和1 1 差３月第1 3 , 可大毎選抜野球
全国大会出場の滝川ナイン

中滝川中学校ナイン
上から二段目右端別所投手

下育英商業学校ナインと中央着物の人
池長孟校長、昭和1 0 - 1 1 年頃

☆
楠
本
・
別
当
・
別
所
ら
の
剛
球
投
手
出
現

大
正
哩
年
か
ら
全
国
中
等
学
校
野
球
大
会
や
全
国
選
抜
中
等
野

球
大
会
の
晴
れ
の
舞
台
は
甲
子
園
球
場
へ
と
移
っ
た
。
筆
者
は
甲

陽
中
学
時
代
昼
休
み
の
時
間
に
よ
く
学
校
の
東
側
を
流
れ
る
（
と

い
っ
て
も
当
時
水
流
は
わ
ず
か
の
量
だ
っ
た
が
）
枝
川
の
河
原
へ

出
か
け
て
弁
当
を
開
い
た
り
、
野
球
を
や
っ
た
り
し
た
も
の
だ
っ

た
が
、
そ
の
場
所
が
埋
め
ら
れ
地
直
し
さ
れ
て
甲
子
園
球
場
が
建

造
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。

さ
て
、
こ
の
頃
か
ら
中
学
野
球
は
い
よ
い
よ
全
国
的
に
盛
ん
と

な
り
、
昭
和
５
年
ご
ろ
か
ら
過
年
ご
ろ
へ
か
け
て
は
戦
前
の
ピ
ー

ク
時
代
と
な
る
が
（
こ
の
こ
ろ
か
ら
六
大
学
野
球
も
盛
ん
に
な
っ

た
）
、
前
回
述
べ
た
県
商
、
甲
陽
、
神
港
の
ト
リ
オ
時
代
に
変
わ

っ
て
こ
ん
ど
は
明
石
中
（
現
明
石
高
）
、
育
英
商
（
現
育
英
高
）
、

滝
川
中
（
現
滝
川
高
）
の
ト
リ
オ
時
代
を
迎
え
る
の
で
あ
る
。
昭

和
８
年
８
月
岨
日
午
後
１
時
ｎ
分
か
ら
開
始
さ
れ
た
第
岨
回
全
国
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栄
治
投
手
と
と
も
に
そ
の
剛
球
振
り
は
今
で
も
当
時
を
知
る
人
の

語
り
草
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
こ
ろ
同
じ
明
中
チ
ー
ム
の
ト
ッ

プ
バ
ッ
タ
ー
で
遊
撃
手
だ
っ
た
峯
木
三
一
氏
（
日
本
社
会
人
野
球

協
会
県
支
部
理
事
・
審
判
部
長
）
は
「
楠
本
は
ゴ
ッ
テ
牛
と
い
う

ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
で
、
巨
体
か
ら
重
い
ボ
ー
ル
を
投
げ
て
い
た
が
、

私
が
当
時
遠
征
試
合
で
沢
村
の
ポ
ー
ル
を
打
っ
た
が
、
楠
本
の
ポ

ー
ル
の
方
が
重
か
っ
た
。
ジ
ャ
ス
ト
ミ
ー
ト
し
た
時
な
ど
鉄
の
球

を
打
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
ほ
ど
手
が
し
び
れ
た
」
と
語
っ

て
い
る
。
そ
の
後
楠
本
氏
は
「
楠
本
・
中
田
」
と
並
ん
で
明
中
の

名
投
手
と
う
た
わ
れ
た
中
田
武
男
氏
と
と
も
に
第
二
次
世
界
大
戦

の
犠
牲
者
と
な
っ
た
こ
と
は
悲
し
み
に
た
え
な
い
。
夏
の
大
会
で

も
セ
ン
バ
ッ
野
球
大
会
で
も
準
優
勝
ま
で
進
み
な
が
ら
、
つ
い
に

一
回
も
優
勝
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
惜
し
み
て
も
あ
ま
り
あ
る
。

〃
悲
運
の
エ
ー
ス
〃
の
め
い
福
を
改
め
て
祈
り
た
い
気
が
す
る
。

な
お
、
ピ
ー
ク
時
代
の
甲
子
園
球
場
の
思
い
出
話
を
拾
う
と
、

前
夜
か
ら
球
場
に
カ
ヤ
を
吊
っ
て
寝
て
い
た
徹
夜
組
の
フ
ァ
ン
が

い
た
こ
と
、
そ
う
い
う
人
た
ち
を
相
手
に
徹
夜
の
売
店
が
あ
っ
た

こ
と
な
ど
で
あ
る
。
今
日
も
年
々
昔
の
隆
盛
さ
を
取
り
戻
し
つ
つ

あ
る
よ
う
だ
が
、
昔
は
今
日
ほ
ど
プ
ロ
野
球
や
六
大
学
野
球
が
中

等
野
球
に
比
べ
て
人
気
が
な
か
っ
た
だ
け
に
、
一
般
野
球
フ
ァ
ン

の
中
等
野
球
に
寄
せ
る
熱
狂
ぶ
り
は
す
ご
か
っ
た
。
い
く
ら
時
代

が
変
わ
っ
て
高
校
野
球
が
ま
る
で
、
プ
ロ
野
球
の
選
手
養
成
試
合

（
大
会
）
の
よ
う
な
ウ
エ
イ
ト
が
加
わ
っ
て
き
て
い
る
に
し
て
も

今
後
と
も
あ
く
ま
で
純
粋
さ
を
モ
ッ
ト
ー
と
す
る
高
校
野
球
（
大

会
）
が
昔
に
負
け
ぬ
ぐ
ら
い
盛
ん
に
な
る
こ
と
を
願
う
者
で
あ

る
。
話
が
横
道
に
そ
れ
た
が
、
明
石
中
に
つ
づ
い
て
登
場
し
た
の

は
育
英
商
（
当
時
の
校
長
は
現
南
蛮
美
術
館
の
創
立
者
で
あ
る
池

長
孟
氏
）
だ
っ
た
。
第
岨
回
県
大
会
決
勝
で
苦
杯
を
な
め
さ
せ
ら

れ
て
か
ら
は
「
打
倒
、
明
石
」
を
合
い
こ
と
ば
に
猛
練
習
、
そ
の

努
力
が
結
実
し
て
昭
和
如
年
の
第
幻
回
、
翌
年
の
第
詑
回
両
大
会

で
は
、
い
ず
れ
も
決
勝
で
明
石
を
破
り
「
執
念
の
勝
利
」
と
さ
わ

が
れ
た
。
育
英
は
と
び
抜
け
た
選
手
も
な
く
、
一
見
迫
力
に
か
け

る
キ
ラ
イ
は
あ
っ
た
が
、
当
時
め
だ
っ
て
多
か
っ
た
ワ
ン
マ
ン
チ

ー
ム
の
中
で
は
異
色
の
存
在
だ
っ
た
。
創
回
全
国
大
会
で
は
、
決

勝
戦
ま
で
進
ん
で
松
山
商
に
１
対
６
で
破
れ
た
が
、
初
出
場
に
し

て
は
堂
々
の
活
躍
だ
っ
た
（
な
お
、
同
年
春
の
選
抜
に
も
初
め
て

選
ば
れ
た
）
し
、
犯
回
大
会
で
も
準
決
勝
ま
で
進
ん
で
強
剛
岐
阜

商
に
１
対
７
で
屈
し
た
。

つ
づ
い
て
吃
年
の
第
詔
回
で
は
滝
川
中
が
全
国
大
会
に
参
加
十

八
年
目
で
や
っ
と
優
勝
の
宿
願
を
果
た
し
、
名
門
へ
の
土
台
を
つ

く
っ
た
。
決
戦
で
対
戦
し
た
の
は
同
じ
選
抜
代
表
（
同
年
）
の
甲

陽
中
。
滝
川
中
湯
浅
芳
彰
（
現
姓
武
田
、
元
大
洋
）
と
甲
陽
中
別

当
薫
（
大
洋
監
督
）
が
投
手
戦
を
演
じ
た
が
、
滝
川
が
２
対
１
で

勝
っ
た
。
全
国
大
会
で
も
準
決
勝
ま
で
勝
ち
進
ん
だ
が
、
熊
本
工

の
川
上
哲
治
投
手
（
巨
人
監
督
）
に
１
安
打
完
封
を
喫
し
、
０
対

６
で
完
敗
し
た
。
型
回
大
会
で
も
二
年
連
続
滝
川
と
甲
陽
の
顔
合

わ
せ
と
な
っ
た
が
、
こ
ん
ど
は
一
回
目
に
大
量
４
点
を
あ
げ
た
甲

陽
が
滝
川
の
反
撃
を
は
ば
ん
で
４
対
１
で
辛
勝
し
た
が
、
こ
の
時

は
別
当
と
別
所
毅
彦
（
ア
ト
ム
ズ
監
督
）
が
投
げ
合
っ
た
も
の
だ
。

別
当
は
五
年
生
、
別
所
は
三
年
生
で
第
二
投
手
だ
っ
た
が
、
一
回

半
ば
か
ら
エ
ー
ス
を
救
援
、
２
回
以
後
の
甲
陽
を
よ
く
零
点
に
押

さ
え
た
。
そ
の
後
辿
年
、
巧
年
と
つ
づ
い
て
焔
年
に
は
す
で
に
戦

局
の
深
刻
化
の
た
め
野
球
な
ど
や
っ
て
お
れ
ぬ
時
代
と
な
り
、
大

会
は
中
止
と
な
り
、
戦
後
の
迦
年
ま
で
中
断
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る

皿
、
妬
年
の
第
妬
、
妬
回
大
会
で
活
躍
し
た
の
は
北
神
商
（
現
兵

庫
商
）
、
関
学
、
育
英
、
甲
陽
な
ど
だ
っ
た
が
、
北
神
商
の
第
妬

回
大
会
の
優
勝
は
参
加
十
年
目
に
宿
願
を
果
た
し
た
も
の
で
、
決

勝
で
は
仁
科
栄
三
投
手
（
元
阪
神
）
が
甲
陽
を
二
安
打
に
完
封
３

対
０
で
勝
っ
た
。
同
チ
ー
ム
に
は
仁
科
の
ほ
か
、
高
柳
常
治
（
元

阪
急
）
、
林
才
一
郎
（
国
鉄
高
砂
）
ら
も
い
た
。
こ
こ
で
戦
前
野

球
は
終
わ
る
わ
け
だ
が
、
も
う
一
度
振
り
返
っ
て
み
て
も
浜
崎
、

山
下
、
楠
本
、
中
田
、
別
当
、
別
所
、
青
田
昇
（
滝
川
、
現
野
球

評
論
家
）
等
々
と
県
下
か
ら
生
ま
れ
た
超
一
流
選
手
の
顔
が
ズ
ラ

リ
と
目
に
浮
か
ぶ
．
…
：
ま
こ
と
「
野
球
兵
庫
」
の
名
に
そ
む
か
ぬ

実
情
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
（
坐
・
加
・
躯
記
）

八
訂
正
Ｖ
加
月
号
に
掲
載
の
野
球
①
神
戸
一
中
全
国
優
勝
メ
ン
バ

ー
中
佐
々
木
祐
勝
さ
ん
は
佐
々
木
喜
一
さ
ん
の
誤
り
で
す
。
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鴬 ☆
第
一
回
神
戸
Ｊ
Ｃ
フ
ェ
ア
開
か
れ
る

十
月
二
四
日
、
神
戸
国
際
会
館
を
満

員
に
し
て
、
第
一
回
神
戸
Ｊ
Ｃ
フ
ェ
ア

「
若
人
の
つ
ど
い
」
が
開
か
れ
た
。

日
本
青
年
会
議
所
の
現
状
と
未
来
に

つ
い
て
の
映
画
の
あ
と
、
第
一
部
は
地

元
出
身
の
歌
手
、
佐
川
ミ
ッ
オ
な
ど
の

歌
が
あ
り
、
第
二
部
と
し
て
、
西
条
遊

児
、
笑
児
の
軽
妙
な
司
会
で
有
名
人
の

提
供
品
を
競
る
Ｊ
Ｃ
チ
ャ
リ
テ
ィ
広
場

に
移
り
、
会
場
を
賑
わ
せ
た
。
な
お
、

こ
の
収
益
は
、
神
戸
社
会
福
祉
計
画
の

一
環
と
し
て
施
設
に
寄
付
さ
れ
た
。

積
極
的
に
地
元
に
働
き
か
け
て
い
る

神
戸
Ｊ
Ｃ
の
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
神
戸

市
民
と
交
流
し
た
つ
ど
い
で
あ
っ
た
。

弱
埋

何
と
は
な
し
に
…
…

来
て
し
ま
う

柏
木
善
平
柏
木
歯
科
医
院
・
明
石
Ｊ
Ｃ
理
事
長

「
明
石
か
ら
な
ん
で
、
こ
ん
な
と
こ
ろ

ま
で
あ
ら
し
に
く
る
か
っ
て
？
そ
う
や

ナ
、
み
ん
な
榊
君
が
わ
る
い
の
よ
（
笑
）

良
い
こ
と
は
ぼ
く
が
教
え
て
る
（
笑
）

ど
う
も
、
何
と
は
な
し
に
来
て
し
ま

う
。
ご
ひ
い
き
が
、
神
戸
に
は
こ
の
店

し
か
な
い
か
ら
困
っ
て
し
ま
う
な
。

蕊
琶毒
§鍵

睡･ … ☆
神
戸
の
集
い
か
ら

⑦
琴
】
騨
旨
詮
Ｃ
ｅ

☆
キ
ャ
ン
テ

コ
ー
ナ
ー

ま
あ
わ
れ
わ
れ
医
者
は
、
仕
事
の
あ

と
違
っ
た
ス
ペ
ー
ス
で
飲
む
と
い
う
の

も
栄
養
剤
。
そ
れ
に
生
き
て
い
る
こ
と

は
健
康
が
第
一
・
健
康
で
な
い
と
呑
め

も
、
食
べ
も
で
き
ん
し
ね
。
今
、
シ
ッ

ク
ス
テ
ィ
ン
、
ト
ー
ン
が
流
れ
て
い
る

け
ど
、
い
つ
も
懐
し
い
音
楽
が
か
か
っ

て
い
る
の
が
良
い
ね
」

洋
酒
の
店
キ
ャ
ン
テ
イ

、
牙
一
回
コ
ヰ
ー

☆
神
戸
眼
鏡
院
新
装
開
店
パ
ー
テ
ィ

元
町
三
丁
目
の
神
戸
眼
鏡
院
八
鳥
越

静
助
社
長
Ｖ
が
十
月
十
四
日
、
四
階
建

の
新
装
な
っ
た
店
と
社
屋
の
披
露
パ
ー

テ
ィ
を
開
い
た
。
一
階
は
ガ
ラ
ス
張
り

の
明
る
い
モ
ダ
ン
な
イ
ン
テ
リ
ア
に
、

世
界
中
の
め
が
ね
を
集
め
、
二
階
は
ア

メ
リ
ヵ
ポ
シ
ュ
ロ
ム
社
の
完
全
オ
ー
ト

メ
化
し
た
時
価
数
百
万
円
の
検
眼
器
も

そ
な
え
ら
れ
た
最
新
設
備
。

ま
た
、
当
日
は
、
三
階
、
屋
上
で
祝

宴
が
開
か
れ
、
安
部
正
夫
、
小
曽
根
真

造
、
宮
崎
辰
雄
、
植
村
通
生
、
塩
路
義

孝
、
福
富
芳
美
、
大
上
福
太
郎
氏
な
ど

数
百
名
に
、
京
都
の
舞
妓
さ
ん
な
ど
キ

レ
イ
ど
こ
ろ
も
加
わ
っ
て
、
に
ぎ
や
か

に
は
な
や
か
に
開
店
を
寿
い
だ
。

’
5３ 榊

晴
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神
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０
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そ
う
し
た
こ
と
か
ら
か
、

供
に
さ
え
気
を
う
か
が
う

と
い
う
、
野
生
の
片
鱗
を

む
き
だ
し
に
す
る
。

そ
の
荒
々
し
い
ヒ
ョ
ウ

が
四
肢
の
自
由
を
失
い
、

運
動
場
で
横
た
わ
っ
た
ま

ま
動
け
な
く
な
っ
た
の
で

あ
る
。
し
か
し
飼
育
者
の

差
し
入
れ
た
青
竹
が
体
に

触
れ
る
都
度
、
鋭
ど
い
キ

パ
を
む
き
、
ド
ス
の
気
い

た
う
な
り
声
を
出
し
て
い

た
。想

い
返
せ
ば
明
け
暮
れ

る
歳
月
の
流
れ
は
早
い
。

昭
和
二
十
五
年
五
月
二
十

三
日
、
当
時
開
催
中
だ
っ

午
後
五
時
閉
園
放
送
が
流
れ
は
じ
め
た
頃
、
夕
陽
に
黒
ぴ
か
り

す
る
危
検
な
猛
獣
舎
の
屋
上
に
あ
が
っ
た
数
人
の
人
影
が
動
め

く
。
ロ
ー
プ
を
手
に
し
た
も
の
、
長
い
青
竹
を
鉄
格
子
に
突
っ
こ

み
ゆ
す
る
者
“
〃
酔
っ
ぱ
ら
い
の
ろ
う
ぜ
き
〃
で
は
な
い
。
病
体

を
横
た
え
、
動
け
な
く
な
っ
た
ヒ
ョ
ウ
を
ど
う
に
か
し
て
室
内
に

入
れ
て
や
ろ
う
と
苦
心
の
飼
育
者
た
ち
だ
。

ヒ
ョ
ウ
は
、
き
わ
め
て
敏
速
で
加
え
て
大
胆
こ
の
う
え
な
く
、

し
か
も
気
性
の
激
し
さ
は
猛
獣
中
の
猛
獣
で
あ
る
こ
と
は
何
度
か

語
り
つ
く
し
て
き
た
。

そ
の
横
た
え
た
ヒ
ョ
ウ
は
平
均
七
○
キ
ロ
を
優
に
越
す
。
九
○

キ
ロ
近
く
に
成
長
し
た
大
形
の
オ
ス
だ
。
か
つ
て
は
、
バ
ネ
の
あ

る
四
肢
で
餌
を
与
え
よ
う
と
し
た
私
共
に
身
を
か
わ
す
余
裕
も
与

え
な
い
早
さ
で
し
ば
し
ば
雲
っ
て
き
た
。

東
南
ア
ジ
ア
か
ら
ア
フ
リ
カ
ま
で
広
く
分
布
す
る
ヒ
ョ
ウ
は
、

主
と
し
て
サ
ル
を
捕
食
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
時
と
し
て
人
喰
い

ヒ
ョ
ウ
と
も
な
り
や
す
い
と
い
う
。

そ
う
し
た
こ
と
か
ら
か
、
オ
リ
の
中
で
あ
っ
て
も
入
園
者
の
子

す
べ
て
ゾ
ウ
ま
や
子
と
二

人
？
旅
だ
っ
た
。
さ
ら
に

国
際
港
都
法
住
民
投
票
の

Ｐ
Ｒ
に
国
会
議
員
選
挙
に

も
一
役
、
元
町
本
通
り
に

新
開
地
、
さ
ら
に
旧
本
庁

（
現
湊
川
高
校
）
に
も
、

棄
権
防
止
を
呼
び
か
け
市

内
を
ね
り
歩
い
た
ｐ

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
動

物
園
へ
の
関
心
も
高
ま
り

よ
う
や
く
待
望
の
猛
獣
類

が
次
々
と
や
っ
て
き
は
じ

め
た
。
そ
の
第
一
号
到
着

が
四
才
を
迎
え
た
ば
か
り

の
若
い
ヒ
ョ
ウ
夫
婦
で
あ

た
神
戸
博
覧
会
王
子
会
場
に
、
一
頭
の
ゾ
ウ
が
や
っ
て
き
た
。
ま

だ
日
本
に
は
名
古
屋
に
終
戦
生
き
の
こ
り
の
二
頭
。
東
京
上
野
に

戦
後
初
め
て
き
た
一
頭
。
さ
ら
に
金
沢
市
開
催
中
の
宗
教
博
に
イ

ン
ド
か
ら
や
っ
て
き
た
一
頭
の
ゾ
ウ
が
い
た
。
そ
の
待
望
の
ゾ
ウ

「
ま
や
子
」
が
金
沢
か
ら
神
戸
に
や
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

初
め
て
み
る
ゾ
ウ
に
お
そ
ろ
し
さ
を
忘
れ
、
泊
り
こ
み
の
飼
育

担
当
第
一
号
と
な
っ
た
の
が
私
で
あ
っ
た
。
二
十
一
才
と
い
う
若

さ
は
巨
体
の
ゾ
ウ
を
自
由
に
あ
つ
か
い
、
寝
食
を
共
に
し
た
三
カ

月
の
短
期
日
に
碁
盤
の
り
に
ラ
ン
グ
イ
渡
り
、
さ
ら
に
至
難
の
ラ

ッ
パ
を
吹
く
ゾ
ウ
に
ま
で
調
教
し
た
。

博
覧
会
終
了
後
旧
諏
訪
山
（
県
庁
上
）
動
物
園
に
ゾ
ウ
と
共
に

い
っ
た
ん
移
っ
た
が
、
寝
ば
か
り
の
動
物
園
、
猛
獣
と
い
え
ば
ク

マ
だ
け
、
あ
と
は
キ
ツ
ネ
、
タ
ヌ
キ
、
サ
ル
に
ト
リ
と
い
う
淋
し

さ
、
ゾ
ウ
の
到
着
に
に
ど
れ
ほ
ど
わ
い
た
こ
と
か
わ
か
ら
な
い
。

そ
の
上
、
芸
の
で
き
る
ゾ
ウ
と
あ
っ
て
は
至
し
か
た
な
い
。
休
ま

る
暇
も
な
く
出
稼
ぎ
出
張
が
続
い
た
。
和
歌
山
、
福
井
、
烏
取
、

四
国
、
と
近
畿
一
円
巡
業
の
旅
を
続
け
た
。
ゆ
れ
る
貨
車
の
中
、

ク
ロ
ヒ
ョ
ウ
と
も
仲
む
つ
ま
じ
か
つ
た
（
十
二
才
）
遠
路
歩
い
た
見
知
ら
ぬ
旅
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１
５６

１

が
、
ゾ
ウ
は
徒
歩
移
転
。
そ
の
途
中
、
布
引
市
電
筋
で
ひ

と
あ
ば
れ
し
た
こ
と
は
、
あ
ま
り
に
も
有
名
。

そ
の
移
転
後
の
王
子
動
物
園
出
産
第
一
号
の
記
録
が
ヒ

ョ
ウ
で
あ
っ
た
こ
と
も
忘
れ
な
い
。
し
か
も
そ
の
ヒ
ョ
ウ

の
子
三
頭
中
二
頭
ま
で
が
ク
ロ
ヒ
ョ
ウ
で
あ
っ
た
こ
と
に

大
さ
わ
ぎ
。
。
ど
う
し
て
隣
り
の
ク
ロ
ヒ
ョ
ウ
と
か
ら
み
あ

っ
た
の
か
／
，
と
、
ま
さ
か
だ
ま
さ
れ
は
し
な
い
が
、
ク
ロ

ヒ
ョ
ウ
は
明
ら
か
に
普
通
の
ヒ
ョ
ウ
の
黒
変
個
体
で
あ
る

こ
と
を
私
た
ち
に
出
産
の
真
実
で
教
え
て
く
れ
た
の
だ
。

そ
の
後
次
々
と
五
度
出
産
、
ク
ロ
ヒ
ョ
ウ
夫
婦
は
何
度

か
生
ん
だ
わ
が
子
を
喰
っ
て
し
ま
う
な
ど
失
敗
を
く
り
返

し
た
が
、
ヒ
ョ
ウ
は
す
べ
て
育
て
る
と
い
う
母
性
を
見
せ

次
々
と
出
産
の
記
録
を
更
新
し
た
。
し
か
し
、
日
本
到
着

来
、
ネ
コ
属
一
代
、
十
五
年
と
言
わ
れ
る
年
令
を
は
る
か

に
過
ぎ
、
満
二
十
四
才
人
間
で
は
九
十
才
の
高
令
を
迎
え

た
今
春
頃
よ
り
、
が
ら
り
と
老
化
が
目
立
ち
始
め
、
幾
度

か
歩
行
す
ら
困
難
に
な
り
、
ひ
た
す
ら
陽
だ
ま
り
に
眠
り

こ
け
る
毎
日
を
送
っ
て
い
た
。
そ
の
ヒ
ョ
ウ
の
オ
ス
が
遂

に
四
肢
の
自
由
を
全
く
失
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

ロ
ー
プ
で
体
を
ゆ
わ
え
室
内
に
引
き
こ
も
う
と
い
う
考

え
も
よ
か
っ
た
。
し
か
し
、
著
し
い
老
衰
は
、
時
折
見
せ

る
う
な
り
声
の
あ
と
肩
で
呼
吸
す
る
な
ど
呼
吸
困
難
さ
え

訴
え
る
。
私
は
思
い
切
っ
て
素
手
の
ま
ま
オ
リ
の
中
に
入

り
担
当
者
の
手
も
借
り
、
ヒ
ョ
ウ
の
四
肢
を
も
っ
て
静
か

に
室
内
に
引
き
寄
せ
寝
か
せ
て
や
っ
た
が
、
そ
の
四
日
後

燃
え
尽
き
る
如
く
静
か
に
横
た
わ
っ
た
ま
ま
、
満
二
十
四

才
の
歳
月
を
閉
じ
た
の
だ
。
そ
の
老
化
著
し
い
各
臓
器
の

ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
解
剖
の
メ
ス
を
入
れ
な
が
ら
、
私
の
脳

裏
に
は
、
ヒ
ョ
ウ
と
共
に
夢
の
よ
う
に
過
ぎ
去
っ
た
二
十

年
の
動
物
園
生
活
が
浮
び
続
け
た
。

八
王
子
動
物
園
飼
育
係
・
写
真
も
Ｖ

令
我
鞠

っ
た
こ
と
を
忘
れ
な
い
。
懐
《
蕪
鋒
嘩
て
よ
う
や
く
動
物
園
の
体
裁
が
整
え
は
じ
め
た
。
昭
和
二
十
六
年

あ
ざ
や
か
な
色
彩
と
豹
紋
。
さ
ら
に
野
生
の
厳
し
さ
を
制
圧
サ
ド
鉾
三
月
一
一
汁
日
現
在
地
王
子
動
物
園
開
園
の
は
こ
び
と
な
っ
た
。
そ

る
鋭
い
ま
な
ざ
し
と
風
貌
は
、
ゾ
ウ
を
駆
使
す
る
当
時
の
私
腫
さ
偽
：
の
移
転
が
ま
た
大
変
な
さ
わ
ぎ
。
ヒ
ョ
ウ
や
ク
マ
は
移
動
樵
に
収

溌
．
ぎ

え
猛
獣
と
し
て
の
重
圧
感
を
与
え
た
ご
と
は
穏
せ
な
露
い
。
容
し
た
が
、
ゾ
ウ
は
徒
歩
移
転
。
そ
の
途
中
、
布
引
市
電
筋
で
ひ

ヒ
ョ
ウ
に
続
い
て
ク
ロ
ヒ
ョ
ウ
夫
婦
も
や
っ
て
き
た
。
こ
う
し
と
あ
ば
れ
し
た
こ
と
は
、
あ
ま
り
に
も
有
名
。

ぜ
い
肉
と
四
肢
の
老
化
が
目
立
ち
は
じ
私
た
慎
危
オ
）
左
オ
ス
そ
の
移
転
後
の
王
子
動
物
園
出
産
第
一
号
の
記
録
が
上
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ま
で
も
お
し
ゃ
れ
メ
ガ
ネ
を

数
多
く
扱
か
っ
て
き
た
神
戸
眼
鏡
院
が
新
装
な
っ
た
の
を
機
会

に
、
さ
ら
に
ハ
イ
セ
ン
ス
さ
を
身
に
つ
け
て
も
ら
お
う
と
、
名
づ

け
た
テ
ー
マ
は
ｌ
富
農
…
ざ
海
。
百
丁

ロ
イ
ヤ
ル
的
ム
ー
ド
に
包
ま
れ
た
サ
ロ
ン
で
、
あ
な
た
に
王
者

の
よ
う
な
風
格
と
気
品
を
そ
え
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

ロ
イ
ヤ
ル
に
相
応
し
て
メ
ガ
ネ
枠
も
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、

ス
ペ
イ
ン
、
イ
タ
リ
ヤ
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
い
ろ
い
ろ
取
り
揃
っ
て

い
ま
す
が
、
特
に
ド
イ
ツ
製
品
は
日
本
人
好
み
な
の
か
舶
来
品
の

七
○
％
強
を
し
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
日
本
の

セ
ル
そ
の
も
の
に
色
数
が
少
な
く
、
そ
れ
に
比
べ
て
外
国
で
は
セ

が
目
に
鮮
や
か
。

店
内
は
ア
イ
ボ
リ
ー
系
統

を
主
に
、
メ
イ
ン
に
モ
ス
グ

リ
ー
ン
を
あ
し
ら
い
、
濃
青

色
の
じ
ゅ
う
た
ん
と
よ
く
調

和
し
て
明
る
く
清
潔
な
ム
ー

ド
が
漂
よ
い
ま
す
。
ま
た
、

Ｉ
Ｆ
ロ
ビ
ー
奥
に
し
つ
ら
え

た
小
さ
な
池
の
水
の
さ
さ
や

き
は
、
待
つ
人
に
安
ら
ぎ
を

与
え
る
て
い
る
よ
う
で
す
。

〃
ロ
イ
ヤ
ル
〃
と
は
「
王

者
の
よ
う
な
、
堂
々
と
し
た
」

と
い
う
意
味
合
い
で
、
こ
れ

☆
お
し
や
れ
た
い
む
（
１
）
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
メ
が
ネ
診
一
か
け
よ
う

悪
所
ウ
弼
Ｊ
〈
、
、

メ
ガ
ネ
の
お
し
ゃ
れ
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
こ
の
蕊
縛
畿
色
が
豊
富
で
あ
る
と
い
う
点
、
枠
の
か
け
心
地
が
よ
い
と
い

頃
、
元
町
一
一
一
丁
目
メ
ガ
ネ
の
専
門
店
「
神
戸
眼
鏡
院
」
が
装
い
を
一
う
点
で
蝿
莱
品
が
好
ま
泥
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

改
め
、
十
対
十
日
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
１
Ｆ
メ
ガ
ネ
売
場
、
２
最
近
華
は
、
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
・
サ
ン
グ
ラ
ス
と
い
っ
て
、
四
季
を

Ｆ
検
眼
室
と
な
っ
て
い
て
、
外
か
ら
よ
く
見
え
る
よ
う
に
全
面
ウ
問
わ
ず
服
装
に
合
わ
せ
て
お
し
ゃ
れ
メ
ガ
ネ
を
楽
し
む
人
が
目
立

イ
ン
ド
ー
に
な
っ
て
い
ま
す
。
大
き
く
ス
ペ
ー
ス
を
持
た
せ
た
フ
っ
て
多
く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
も
軽
く
、
細
手
で
や
わ
ら
か
い
ラ

ロ
ァ
ー
に
、
ゥ
イ
ン
ド
ゥ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
か
ら
の
ぞ
く
白
樺
の
木
イ
ン
の
も
の
が
好
ま
純
て
い
る
よ
う
で
す
。
目
下
議
前
が
セ
ル
、

の
白
と
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
の
赤
横
は
金
属
走
必
ン
ズ
に
少
し

が
目
に
鮮
や
か
。
ｑ
屑
の
店
内
ぐ
一
糖
検
眼
室
色
の
つ
い
て
い
る
お
し
ゃ
れ

で
す
。
目
下
溌
前
が
セ
ル
、

横
は
金
属
走
隆
ン
ズ
に
少
し

色
の
つ
い
て
い
る
お
し
ゃ
れ

メ
ガ
ネ
が
流
行
中
。
実
用
的

な
メ
ガ
ネ
で
ぽ
、
太
陽
の
光

の
乱
反
射
を
防
い
で
、
光
の

透
視
率
の
よ
い
コ
ー
ト
レ
ン

ズ
が
よ
く
売
れ
て
い
ま
す
。

近
頃
よ
く
耳
に
す
る
ブ
ォ
ト

グ
レ
ー
と
か
サ
ン
毒
グ
レ
ー
の

名
で
、
紫
外
線
の
量
で
色
が

変
わ
る
メ
ガ
ネ
は
お
し
ゃ
れ

メ
ガ
ネ
の
類
に
入
れ
て
も
よ

い
で
、
し
よ
》
っ
。

女
性
の
お
し
ゃ
れ
メ
ガ
ネ

を
選
ぶ
時
の
コ
ツ
を
う
か
が

う
と
、
「
女
性
は
お
化
粧
を

し
て
色
が
白
い
の
で
、
レ
ン
ズ
の
色
は
博
い
ブ
ラ
ウ
ン
系
が
似
合

う
よ
う
で
す
。
枠
の
色
は
、
黒
、
ビ
ー
ル
茶
、
ハ
バ
ナ
色
、
ス
ミ

色
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
の
で
お
好
み
の
も
の
を
選
ん
で
い
た

だ
け
ま
す
。
顔
が
丸
型
だ
か
ら
枠
は
細
長
い
も
の
な
ど
と
決
め
な

い
で
、
実
際
に
か
け
て
み
る
の
が
一
番
い
い
の
で
す
。
自
信
を
も

っ
て
か
け
る
こ
と
に
よ
り
、
メ
ガ
ネ
は
顔
の
一
部
に
さ
え
な
っ
て

し
ま
う
よ
う
で
す
。
」
と
神
戸
眼
鏡
院
の
中
島
さ
ん
は
語
ら
れ
ま

し
た
。お

し
ゃ
れ
メ
ガ
ネ
の
店
と
し
て
、
元
ブ
ラ
コ
ー
ス
の
ひ
と
つ
に

立
ち
寄
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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ｏ
Ｃ
－
ｐ
ｍ

神戸市生田区北長狭通３
トアロード・アーバンヒ

狂（０７８）３３．２０５０

司

ｚ
のパ〔』村ｆα江ｒα〃ｆ＆（､ ひﾉ ｰ ﾊ ﾉ ｾ ﾞ ，パ〔』村ｆα江ｒα〃ｆ＆（､ ひﾉ ｰ ﾊ ﾉ ｾ ﾞ ，

塞義難鱒翼謝

C H A T 庭ＡＵＢＲＵＡＮＤＥ－

神戸市生田区北長狭通３丁目５番地
, ＲＵＡＮＤ
丁目５番地
･ ル地下
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'二和銀行’ＫＯＢＥ

ＥＡＴ１ＮＧ

ＧＵＩＤＥ

☆神戸はステーキのおいしいところ。その中で栄町通二丁目の大和銀行を
北に入ったレストラン“フック東店”は、よりおいしいステーキを／と頑
張っている可愛いいお店。
囲りは商社・銀行とビジネス街なので、昼間は忙しいビジネスマン達の
憩いの場所。ママの気安い人柄が、ほっとしたひとときを与えてくれる。
二階は欧風ムードのテーブル席。昼は美人で優しい光ちゃんが、ドレメ
学院１年生のチャーミングなミッチャンが一生懸命サービスに努めている。
スイス生まれのフォンデュー鍋はそんな二階のムードにぴったりの料理。
港に近いせいか、外国船が入港するたびに、エトランゼ達が“フック”
の味に故郷を偲びに来るという。
お昼時には、リザーブ係恋3 2 - 3 2 0 8 へお気軽にご予約ください。
ステーキ（1 2 0 0 円～）フォンデュー鍋（1 8 0 0 円）その他、洋酒も楽しめ

る。営業時間ＡＭ１０：００～ＡＭ２：００

☆「テイファーナ」はメキシコの小さな町の名前。ＫＯＢＥでは、初めて
中山手の回教寺院前にできたメキシコ風小料理亨のお店の名前。可愛いい
メキシコ帽のマークのｒテイファーナ」は、陽気なメキシコ人がもつムー
ドをたっぷりとりいれた個性的なインテリア。カサ( 家) の造りのスタンド
では、テキーラ（3 5 0円）や、ガラナ( 3 0 0円)をのめばいいし、パテオ（中
庭）造りの、白いメキシコテーブルのコーナーでは、タコス（各種3 5 0 円）
やテイファーナーズサラダ( 3 5 0円)やメキシコ風煮込みごはん( 4 5 0円)を、
あなたのアミーゴと共に、ラテン音楽に耳を傾けながら食べる。
マネージャーの真二ルイス君を初め、ブランコ、ホセ、ペドロ君たちと

ユニークな会話を楽しめるし、毎夜ぺぺがギターを奏でてくれる。又、日
曜は特にＰＭ６時～1 2 時迄はドスアルボリートスが素晴しいうテンボーカ
カルをきかせてくれる。「ティファーナ」は、新しいＫＯＢＥのエキゾチッ
ク・ポイントだ。午後５時～深夜まで。

畷:ｉＩ戸鰯…ｿﾞﾃｨﾌｧｰﾅ
ｰ ﾎ ﾞ 富；ＭｏｓＱＵＥ短大ズホテル
小ｏ回教寺

篭；ｶｿﾘﾝ ｽ ﾀ ﾝ ﾄ ﾞ ｢で雨国璽霊焼き

☆トア・ロード、アーバンビル２階のグリル＆サパー．カルム〃は、静
かで落着いたフランス風なレストラン。淡いベージュと緑で統一された
案内は、中央の紅いピアノに緑のほのかな光が影を落し、ムーディな雰
囲気。
恋人たちにはダンスを、ご家族づれにはリクエスト曲に応じてくれる
プロピアニストによる演奏を、また、仲間と一緒のときはマイクもある
ので歌って楽しめる。
ムードだけでなく、食事の方もマカロニグラタン（2 0 0 円）ハンベーグ
ステーキ( 4 0 0 円）から定食（1 5 0 0 円）ビーフステーキ（1 5 0 0 円）まで、
心ゆくまで味わえる。飲みたい方はカウンター席でカルム特製のカクテ
ル＄片思いハカルムの人" ( 2 5 0 円) はいかがだろう。
料理、ムード、カクテルにと、家族づれから、深夜族までに楽しまれ

親しまれている。
営巣時間ＰＭ５：００～深夜３：００

」．
元町一丁目Ｉ Ｌ

区フック

フック東店 =震ＭＯＳＱＵＥ
回教寺

ｶ ﾞ ｿ ﾘ ﾝ ｽ ﾀ ﾝ Ｎ
ｌ
ｌ
１
上
Ｉ

カルム

'１－|鍵:曙蝋’ 市滝山手緑

門生田神社

翻弓同洪三宮駅

'1国鉄元町

☆トアロードの坂道にあるアーバンビルの地階｡ オレンヂ色と白のモダー
ンなインテリアのファンシイなレストラン。それが蝋シャトーブリアン：
ランチ・タイムには、ＢＧやサラリーマン、買物客がボリュームのあ

るライス( コーヒ付3 5 0 円) のランチと、シャトーブリアンライス（サラダ
付2 5 0 円) を食べにくる。２時頃から夕方までは、松蔭や山手のキュート
な女の子が、コーヒ( 1 5 0 円）やババロア( 1 5 0 円）を。夕暮れどきには、
恋人同志、家族連れのディナーにローストビーフ（1 2 0 0 円）や、シャ
トーブリアンコース（Ａ１5 0 0 円、Ｂ2 0 0 0 円、Ｃ2 5 0 0 円）などのフランス
料理のソフトな味を楽しみに。
夕方から1 0 時迄は、オールド水割( 3 0 0 円）ビール( 2 0 0 円）などを片手

に、スタンドで軽いおしゃべりや、またステーキ（1 8 0 0 円）でスタミナ
をつける中年紳士。シャトーブリアンのひるからナイトまでは神戸らし
いファンシイタイムだ。

ぼ１－‐､ サソセソト通
，』阪急三宮Ⅱ

ご」
アーバンビ
２階・カル

、Ｎ|言…雪
己

１ワシリ’
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☆
バ
ル
セ
ロ
ナ

ス
ペ
イ
ン
の
バ
ル
セ
ロ
ナ
は
ど
こ
か

神
戸
に
似
た
町
。
海
岸
通
り
と
山
の
手

を
行
き
交
う
人
も
親
し
み
が
あ
り
、
ど

こ
と
な
く
さ
わ
さ
わ
と
風
吹
き
通
り
、

異
国
に
い
る
こ
と
も
い
つ
し
か
忘
れ
、

タ
ク
シ
ー
に
乗
っ
て
、
お
い
し
い
物
を

食
べ
さ
せ
る
と
こ
ろ
と
い
え
ば
よ
し
ず

張
り
の
海
水
浴
場
の
あ
る
と
こ
ろ
、
家

族
連
れ
の
賑
わ
う
魚
料
理
屋
へ
案
内
さ

れ
る
。パ

エ
リ
ァ
と
い
う
混
ぜ
ご
飯
は
貝
、

い
か
、
え
び
、
鳥
と
色
と
り
ど
り
も
鮮

か
に
、
こ
っ
て
り
と
沢
山
。
味
は
ｎ
本

の
炊
き
込
み
御
飯
と
変
り
な
く
、
私
は

御
飯
粒
ば
か
り
を
よ
っ
て
食
べ
る
。

さ
て
、
デ
ザ
ー
ト
と
な
り
、
言
葉
通
じ

ず
困
り
は
て
た
と
こ
ろ
で
、
相
手
は
し

き
り
に
ア
カ
ン
ベ
ー
を
し
て
み
せ
る
。

何
事
か
と
思
え
ば
「
見
る
か
？
」
と
の

意
味
で
、
奥
よ
り
皿
一
杯
の
デ
ザ
ー
ト

を
持
ち
出
し
て
見
せ
て
く
れ
る
。
こ
の

手
法
、
早
速
翌
日
の
仕
入
に
取
り
入
れ
、

ア
ヵ
ン
ベ
ー
を
し
て
み
せ
れ
ば
、
次
々

と
品
物
を
出
し
て
見
せ
て
く
れ
て
大
笑

い
を
す
る
。

再
会
を
約
束
す
る
の
も
こ
の
手
で
、

バ
ル
セ
ロ
ナ
は
始
終
ア
ヵ
ン
ベ
ー
で
通

し
た
の
で
し
た
。
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あきら・も一どく１２月〉

I，

beautysalon

〃客cIl<irq
西野明

神戸市生田区北野町3 丁目6 5 ノ３
ＴＥＬ（0 7 8 ）２２－９０８０
☆ＡＭ，９：００～Ｐ. Ｍ’７：００迄

プチットテート
西野明
／ヘャーデザイ十一）

今月のあきら・も一どは、頭の小ささを強
調しながら毛先のいろんな遊びで“小さく
ひろがる' ’プチットな、はなやいだ気分を
デザインｌノでみ束したハ< モデル川l 鷺京ｆＫ．Ｆ･ Ｇ〉

‘移謬杉西野笑子
｡!<ｉｒｑ蔑駕震
ＴＥＬ（0 7 8 ）３３－４４６１
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国鉄三の宮

阪急三の宮

センター街

国際会館
三宮本通
ローズあきら

… 剰
陵｡ 銅仕

響･ 舎謡零ｒ々

諌動１

錐１１ 中山手カソリック教会
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ゆれる灯影に光る瞳

黒いパンタロンとベストの
アンサンブルは装苑のオーダー仕立ての
鮮やかさをきりきりとみせ

ました。

クリスマス・新春のお仕度に、
ぜひお立ち寄りください。

☆☆☆

J鍾壱,,装苑
藤井まつ子

大丸前店- 生田区三宮町３丁目１７
京町店- 生田区三宮町１丁目１７
六甲店- 灘区将軍通３丁目1 ６

<33>7550
<33>2038
<87>8303

モデル／村上千恵くＫ・Ｆ．Ｇ〉
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